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1事例1. 山陽新聞社「西日本豪雨企画」 https://c.sanyonews.jp/gou3/
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当事者メッセージ ストレート・ニュース

写真・映像 図表データ

事例1. 山陽新聞社「西日本豪雨企画」

リアルな情報・気づきの共有
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茨城新聞社は東日本大震災の発生から１０年となる２０２１年、創刊１３０周年記念事業「いばらき防災キャン
ペーン２０２１」を実施。
近年、大きな自然災害が相次ぎ、「災害への備え」に関心が高まっています。新型コロナウイルス感染症という

「新たな災害」も課題となっています。東日本大震災から１０年になるのに合わせ、こうした防災の大切さについて
改めて考えよう、というのがキャンペーンの趣旨です。

事例2. 茨城新聞社「いばらき防災キャンペーン2021」
https://bousai.ibarakinews.jp/bousai2021.php



県内を中心とした
企業・各種団体等

の協賛
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アーカイブで学び 協賛社と連携・行動 へ

事例2. 茨城新聞社「いばらき防災キャンペーン2021」

自然災害伝承碑を訪ねて

家庭の備え 県防災士会３人に聞く
日ごろから自助意識を

東京海上日動 子どもの避難行動促す



人の意識に訴える

■よりリアルな情報提供

良質なコンテンツ 新聞社の記事や写真素材を活用し、

一覧性を持たせることで、たゆまぬ広報に活かすことができる

■地域文化として醸成すること

地域活動者、災害の経験者等に防災について語ってもらったり、

ともに行動してもらったりする、仕組みづくりが必要ではないか
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